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9 レジャー活動

· 自然と身近に触れるために、余暇等を利用したグリーン・ツーリズムのような活動が増えればいいと思います。（田中）

· 小さいときから家族とともに自然に触れ合うことができれば、自ずから自然と人間の関係がわかり環境に対して関心が持てると思います。（尾崎）

· 自然と接触できるようなきかっけは、自然に対する理解者が増え環境に良い影響を与えるかもしれない。（大八木）

· 余暇を自然環境の中で過ごすことは大切なことだと思いました。しかし、日本では少ないように思われます。（清水）

· 日本人がアウトドアをしない理由の一つに、する場所が近くにないという部分が大きいのではないかと思います。（大埜）

· 確かに休日に野外探索やハイキングをするのは自然に接すると思いましたが、その為に余計な費用が必要となるのは問題だと思いました。（三浦）⇒費用VS 効用

· リゾート開発は高速道路同様、つくればいいというものではなく、みなのニーズを本当に捉えているか、景観を奪い去りすぎていないかなど、入念なチェックをした上で着手してほしいものです。（伊崎慶介）⇒費用便益分析

· リゾートが過疎地にできれば、その地域に都会からの客が来て金が落ちるが、ゴミも落ちるんじゃなかろうか？（奥村）⇒外部効果

· 釣りや登山などのアウトドア関連スポーツをする人々が増えるとごみの問題が出てくるのではないでしょうか？（梅原）⇒外部不効果をどのように無くすか。意識と罰則

10 リサイクル活動

· リサイクル製品の製造過程のエネルギー消費問題をもっと考えるべきだと思いました。（三浦）

· 近年、リサイクル運動が高まっていると言うことはとてもいいことだと思います。でも、教科書に書いてある対策１のような考え方でいいのでしょうか？ポイ捨てをしてもいいことになるのでは・・・（清水）

· リサイクル→リユース→リデュース。やはり、難関は最後のリデュースなんでしょうね。でも、地域レベルのリサイクル活動の高まりは喜ばしいことですよね。（伊崎慶介）

· やはり今の日本で行われているリサイクルでは不十分だと思います。できるだけ早くリユースまたはリデュースを広める必要があるのではないでしょうか？（梅原）

· リサイクルをするにあたって逆に環境負荷が上がることがあるのはわかりますが、これから第３、４段階のリユース、リデュースにつなげていくのにはどうしたらいいのでしょうか？（大埜）⇒田中、尾崎、奥村、大八木

· 家庭ゴミにおいて半数以上の割合を占める缶やペットボトル等の容器包装類は増えすぎていると思うので、例えばリサイクルに入る前に分別を徹底して行ったりすればゴミの量が削減できるのではないかと思います。（田中）

· 古紙やペットボトルなどをリサイクルに出して再利用していくにはみんなが意識して実行しなければいけないと思いました。（尾崎）

· ボランティア団体と回収業者が共存できるように、政府の介入は必要だと思います。（奥村）

· リサイクルをするためには、消費者が分別等をしなくてはいけない。しかし、異なる製造業者が似たような製品を生産していても規格や材料が異なっていて消費者の混乱を招いている。このようなことを解決するためにも、法制度を見直さなければいけないと思う。（大八木）

11 エコライフ指標

· 環境負荷を示すのはいいですが、その前に環境に対する基礎知識を身に付ける事、そしてＣＶＭなどの環境評価法も整えていく必要があると思います。（大埜）

· 今まではその商品自体の良し悪しを判断材料にしていましたがこれからは、環境に配慮しているかどうかがポイントになってくると思いました。（尾崎）

· 日常生活で出るゴミや汚染物がどのように環境に影響するのかをもっと考え、認識すべきだと思いました（三浦）

· 環境を考慮に入れた消費行動が積極的に行われるようになるには、どんな事が必要だろうか？（田中）⇒伊崎

· 環境配慮型製品を促進させるためには、エコマークが重要だと思うが消費者はその意味が分からないのでもっと理解できるように工夫すべきだと思う。また、比較的値段の高い環境配慮型製品を売るためには、消費電力が少ないなどの高付加価値化によって環境だけでなく消費者自身にも効用が得られるようにすべきだと思う。（大八木）

· 「所得税」ならぬ、「二酸化炭素税？」。ちょいと興味あります。自分の生活を客観視できそうですね。『世界が１００人の村だったら・・・』みたいなものがあれば、実感しやすいんでしょうね。（伊崎慶介）

· 自分が一年間に排出した二酸化炭素の量を税務署に申告して基準値を下回ればその差額分控除というのは実用化は難しいかもしれないが、もし実用化できるなら効果的だと思います。（奥村）

· 二酸化炭素の量を税務署に申告することはとても難しく不可能に近いかもしれませんが、実現できればとても効果的になるのではないだろうか。（清水）⇒電力、ガス使用量によって換算可能
· もっと環境負荷がわかるような表示を商品に増やすべきと思います。エコライフ申告による税還元はとても効果的だと思いました（梅原）

12 地域・コミュニティ

· 意識改革を意識してもなかなか難しいのですが、「愛着」という少し別の角度からでも意識改革に繋がるんですね。（伊崎慶介）

· 結局、環境を守るためには個人・地域単位での活動が重要であると感じました。（大埜）

· 「環境づくり」という点で地域での活動というのは必要不可欠なものだと思うし、それは将来、更に価値を高めていくものだと思います。（田中）

· 日本の廃棄業者が資源と言ってフィリピンに医療廃棄物を輸出した事件があったと思いますが、自分の所では被害がなくて他に被害が及ぶということもあり決して自分さえよければ良いということではないと思いました。（尾崎）

· 環境ボランティアというのは、自分から進んでするものなので、参加しやすい環境や、愛着のある町を地域が作っていかなければならないと思います。（奥村）

· 環境を守るためにはやはり地域単位での活動が最も必要だとは思いますが現在の日本特に都心部などでは地域の活動や触れ合い・愛着いったものにあまり関心がないまたは参加しない人が多いように思えます。このことはとても問題と思います。（梅原）

· 地域コミュニティーでの環境保全活動などは、その地域での環境意識の向上など良い影響を与えると思う。しかし、資源は世界中から搾取されるものであるので地域だけに目を向けるのではなく地球規模での視点も大切だと思う。（大八木）

· 身近な環境の善し悪しを実感し、身近なところから行動していくことはとても大切なことだと思います。現在、「地域」を単位に行われている活動は、環境保全に結びついていいことだと思います。（清水）

